








研究目的 

3 才児健診と 1 才 6 ヵ月健診はともに精神・神経・行動・言語などの問題児を発見、指導

することで共通した目的をもっており、かっこの点は両者の健診において比重の高い項目

でもある。われわれは、昭和53 年度、昭和 54年度の研究において精神遅滞児、自閉的行

動異常児の異常は多くが 1 才～3 才の間で親に気づかれていること、境界児の評価・指導

・予後の予測などで分析発達テストのような簡単なテストでも健診での利用では客観性が

高く、前向きに対応する価値の高いものであることなどを報告してきた。 

今年度の研究は 1才 6ヵ月健診にこの分析発達テストをアンケート方式に改変し、利用し

た場合、①どのくらいの通過率として把握できるか、②通過率自体のばらつきや、通過率

に兄姉の存在、昼の保育環境がどのように関与するか、③1 才 6 ヵ月健診で発見された問

題症例がこのアンケート方式での通過率にどのようなパターンをみせるかについて検討し

た。この研究は精神・神経・行動上の障害児発見にさけてとおることのできないアンケー

ト方式の質の向上を指向している。 


